
は
じ
め
に

―
本
稿
の
目
的
―

幕
末
に
日
本
に
来
訪
し
た
外
国
人
は
、
日
本
に
お
け
る
文
字
教
育
の
普
及
率
の
高
さ

に
注
目
し
て
い
る（
1
）。
そ
の
背
景
に
は
、
わ
が
国
に
お
け
る
教
育
機
関
の
発
達
が
あ
っ

た（
2
）。
江
戸
時
代
、
幕
藩
体
制
下
で
は
、
儒
学
、
と
り
わ
け
朱
子
学
が
重
ん
じ
ら
れ
、

幕
府
が
林
家
の
私
塾
を
保
護
育
成
し
、
各
藩
が
藩
校
を
創
設
・
整
備
し
て
藩
士
の
教
育

が
行
わ
れ
た
。
ま
た
一
方
で
、
貨
幣
経
済
の
発
展
や
商
品
作
物
の
生
産
の
浸
透
の
な
か

で
商
人
や
農
民
が
力
を
蓄
え
、
各
地
に
寺
子
屋
や
私
塾
が
創
設
さ
れ
、
全
国
に
広
ま
っ

た
。
寺
子
屋
や
私
塾
で
は
、
手
習
い
や
素
読
、
儒
書
の
講
釈
な
ど
が
主
で
あ
っ
た
が
、

幕
末
に
な
る
と
武
芸
な
ど
も
学
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
。

本
報
告
で
は
、
美
馬
郡
脇
町
（
美
馬
市
脇
町
）
に
開
か
れ
た
私
塾
で
あ
る
神
全
塾
に

つ
い
て
、
紹
介
し
て
み
た
い
。
神
全
塾
は
、
塾
主
武
田
家
は
じ
め
塾
生
の
多
く
は
、
稲

田
家
家
臣
、
す
な
わ
ち
猪
尻
侍
で
あ
り
、
徳
島
藩
主
蜂
須
賀
家
に
と
っ
て
は
陪
臣
に
あ

た
り
、
文
武
兼
修
を
目
的
と
し
た
独
自
の
方
針
で
経
営
さ
れ
た
。

二
〇
二
〇
年
十
二
月
に
私
塾
神
全
塾
・
武
田
家
資
料
の
学
際
的
・
総
合
的
研
究
が
立

ち
上
げ
ら
れ
、
根
津
寿
夫
・
金
原
祐
樹
を
中
心
に
徳
島
市
立
徳
島
城
博
物
館
（
根
津
・

小
川
裕
久
・
森
脇
崇
文
ほ
か
）、
徳
島
県
立
文
書
館
（
金
原
・
徳
野
隆
ほ
か
）、
徳
島
県

立
博
物
館
（
松
永
友
和
）、
鳴
門
教
育
大
学
（
町
田
哲
）、
四
国
大
学
（
須
藤
）
及
び
坂

本
憲
一
・
村
井
道
男
、
逢
坂
俊
雄
、
松
永
住
美
等
に
よ
り
調
査
が
開
始
さ
れ
た
。
調
査

成
果
は
毎
年
公
表
し
て
い
こ
う
と
の
方
針
に
則
り
、
二
〇
二
二
年
二
月
に
調
査
の
中
間

報
告
と
し
て
、
調
査
成
果
報
告
会
を
予
定
し
て
い
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
第
六
波
の
影
響
で
延
期
さ
れ
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

四
国
大
学
の
委
託
事
業
で
あ
る
美
来
創
世
み
ま
学
講
座
に
お
け
る
講
演
会
は
、
こ
の

調
査
報
告
会
の
成
果
受
け
て
、
報
告
会
後
に
須
藤
が
行
う
予
定
で
計
画
さ
れ
て
い
た

が
、
そ
れ
よ
り
も
先
に
行
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
た
め
、
報
告
会
で
予
定
さ
れ
て

い
た
で
あ
ろ
う
内
容
を
避
け
、
従
来
の
研
究
成
果
の
範
囲
内
で
武
田
家
と
神
全
塾
の
概

要
を
述
べ
た
後
、
四
国
大
学
が
撮
影
な
ど
を
担
当
し
た
史
料
の
な
か
か
ら
、
古
文
書
を

二
、
三
点
選
び
古
文
書
講
座
の
形
式
で
講
演
を
展
開
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、

そ
の
内
容
を
踏
ま
え
て
論
述
し
て
い
き
た
い
。

な
お
、
四
国
大
学
で
は
、
博
物
館
学
芸
員
資
格
取
得
を
目
指
す
学
生
の
な
か
で
、
山

口
幸
歩
（
現
在
、
徳
島
県
立
文
書
館
勤
務
）、
小
部
さ
く
ら
（
現
在
、
四
国
大
学
大
学

院
文
学
研
究
科
在
学
）
等
古
文
書
に
関
心
を
持
つ
有
志
四
、
五
人
と
と
も
に
古
文
書
や

文
化
財
調
査
を
行
っ
て
い
る
が
、
武
田
家
と
神
全
塾
の
調
査
に
お
い
て
も
月
一
〜
二

回
、
各
二
時
間
の
ペ
ー
ス
で
延
べ
一
五
回
ほ
ど
、
学
芸
員
養
成
の
一
環
と
し
て
古
文
書

の
取
り
扱
い
と
撮
影
を
実
施
し
た
。本
講
演
は
、そ
の
活
動
の
成
果
の
一
端
で
も
あ
る
。

武
田
神
全
塾
の
古
文
書
を
読
む

―
―
起
請
文
・
選
挙
状
・
稽
古
呼
出
状
・
破
門
状
―
―

須

藤

茂

樹
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研
究
ノ
ー
ト

武
田
神
全
塾
の
古
文
書
を
読
む

―
―
起
請
文
・
選
挙
状
・
稽
古
呼
出
状
・
破
門
状
―
―

一
二
三



一
、
武
田
神
全
塾
資
料
の
概
要

神
全
塾
・
武
田
家
に
は
多
く
の
資
料
が
残
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
、
稲
田
植
美
（
一
八

一
三
―
一
八
五
三
）
等
稲
田
当
主
、
武
田
應
呼
龍
（
一
七
五
六
―
一
八
三
四

名
は
昌

雄
、
通
称
は
宗
作
）
等
武
田
家
当
主
、
篠
崎
小
竹
（
一
七
八
一
―
一
八
五
一

稲
田
家

賓
師
）、
篠
崎
三
島
（
一
七
三
七
―
一
八
一
三

篠
崎
小
竹
養
父
）、
橋
本
晩
翠
（
一
八

一
二
―
一
八
八
七

徳
島
藩
儒
）、
貫
名
菘
翁
（
一
七
七
八
―
一
八
六
三
）、
竹
澤
寛
三

郎
（
後
の
新
田
邦
光

一
八
二
九
―
一
九
〇
二

勤
王
の
志
士
）、
藤
沢
南
岳
（
一
八

四
二
―
一
九
二
〇

高
松
藩
儒
）
等
阿
波
・
淡
路
、
他
国
の
儒
学
者
な
ど
多
く
の
書
画

が
残
さ
れ
て
い
る
。
後
に
紹
介
す
る
古
文
書
の
な
か
に
も
、
美
術
品
と
も
い
え
る
も
の

も
多
い
。
篠
崎
小
竹
（
一
七
八
一
―
一
八
五
一
）、
岡
本
韋
庵
（
一
八
三
九
―
一
九
〇

四

北
辺
の
急
務
を
論
ず
）
ら
が
そ
れ
で
あ
る
。
脇
町
の
画
家
藤
桃
斎
（
一
七
五
二
―

一
八
二
〇
）
の
筆
に
な
る
武
田
家
当
主
の
肖
像
画
も
重
要
な
作
品
で
あ
る
。
ま
た
、
和

書
、
漢
書
な
ど
書
籍
も
多
く
確
認
で
き
る
。
肩
衣
・
袴
（
裃
）
な
ど
染
織
類
、
甲
冑
・

刀
剣
な
ど
の
武
器
・
武
具
類
な
ど
も
残
さ
れ
て
い
る
。

書
画
類
に
つ
い
て
は
、
村
井
道
明（
3
）、
古
文
書
に
つ
い
て
は
和
田
哲
也（
4
）の
調
査
成

果
が
あ
る
。

藤
桃
斎
が
描
い
た
武
田
尺
龍
画
像
な
ど
武
田
家
歴
代
の
画
像
を
は
じ
め
、
文
政
四
年

（
一
八
二
一
）
正
月
、
稲
田
藝
植
（
一
八
〇
二
―
一
八
四
七
）
が
書
し
た
「
神
全
塾
」

の
扁
額
、
武
田
應
呼
龍
の
俳
句
「
い
わ
さ
れ
は

寒
し
背
中
と

鼻
の
下
」、
武
田
龍

淵
（
一
七
八
九
―
一
八
三
五

名
は
龍
雄
、
通
称
は
大
輔
）
・
同
猶
龍
（
一
八
一
九
―

一
八
七
八

名
は
立
雄
、
の
ち
悳
雄
、
通
称
は
禎
太
郎
、
後
棟
輔
）
の
竹
図
な
ど
興
味

深
い
作
品
が
多
い
。

二
、
武
田
神
全
塾
の
古
文
書

武
田
家
、
神
全
塾
の
古
文
書
は
、
膨
大
で
、
塾
則
な
ど
塾
の
運
営
関
係
、
起
請
文
・

選
挙
状
な
ど
師
弟
関
係
、
書
状
、
日
記
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
。
和
田
哲
也
氏
作
成
の
目

録
で
、
古
文
書
の
全
貌
を
知
る
こ
と
が
で
き
る（
5
）。
支
配
・
村
政
、
家
に
関
わ
る
も
の

も
あ
る
が
、
塾
の
運
営
や
学
問
・
教
養
、
武
芸
に
関
す
る
も
の
が
多
く
を
占
め
る
。
塾

運
営
に
関
し
て
は
、
塾
則
・
心
得
、
門
弟
の
名
面
、
門
弟
へ
の
回
文
な
ど
が
あ
り
、
学

問
・
教
養
関
係
で
は
近
世
の
漢
籍
や
和
書
、
詩
文
・
和
歌
・
俳
句
・
書
画
な
ど
が
あ

る
。
武
芸
関
係
で
は
、
起
請
文
や
選
挙
状
な
ど
入
門
・
認
定
・
伝
授
関
係
、
関
口
流
や

弓
術
・
火
術
・
軍
学
・
故
術
・
礼
法
な
ど
の
目
録
・
伝
書
、
野
稽
古
・
奉
納
稽
古
、
他

国
修
行
・
他
流
試
合
な
ど
稽
古
・
修
業
・
諸
行
事
な
ど
が
見
ら
れ
る
。
あ
わ
せ
て
、
和

田
氏
の
目
録
の
「
武
田
家
所
蔵
史
料
目
録
改
題
」
を
一
読
い
た
だ
き
た
い（
6
）。

最
初
に
触
れ
た
よ
う
に
、
和
田
氏
の
労
作
と
も
い
え
る
目
録
を
基
本
に
、
徳
島
県
内

研
究
者
に
よ
る
再
調
査
が
行
わ
れ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

三
、
武
田
家
の
系
譜
と
神
全
塾

四
国
平
定
戦
の
功
績
に
よ
り
豊
臣
秀
吉
か
ら
天
正
十
三
年
（
一
五
八
五
）
に
阿
波
を

与
え
ら
れ
た
蜂
須
賀
家
政
は
、
重
臣
を
重
要
地
域
に
配
置
し
た
が
、
美
馬
郡
の
脇
城（
美

馬
市
脇
町
）に
稲
田
左
馬
充
植
元
を
配
置
し
、美
馬
郡
を
中
心
に
給
地
が
与
え
ら
れ
た
。

城
番
稲
田
氏
に
よ
っ
て
整
備
さ
れ
た
脇
町
（
美
馬
市
脇
町
）
は
、
吉
野
川
北
岸
撫
養
街

道
の
要
地
（
郷
町
）
と
し
て
栄
え
た
。
元
和
元
年
（
一
六
一
五
）
の
大
坂
夏
の
陣
の
恩

賞
で
淡
路
国
七
万
余
石
を
与
え
ら
れ
る
と
、
稲
田
氏
は
淡
路
の
由
良
城
番
と
な
り
洲
本

に
移
り
、
家
臣
も
多
く
は
淡
路
に
移
住
し
た
。
寛
永
十
四
年
（
一
六
三
七
）
脇
町
が
藩

の
蔵
入
地
に
な
る
と
、
稲
田
氏
は
脇
町
か
ら
大
谷
川
を
挟
ん
で
東
側
に
隣
接
す
る
井
尻

（
猪
尻
）村
に
移
り
、西
阿
波
に
集
中
す
る
給
地
を
総
括
す
る
役
所
を
当
地
に
置
い
た
。

武
田
氏
は
こ
の
猪
尻
村
に
居
住
す
る
稲
田
氏
の
家
臣
で
あ
っ
た
。
武
田
家
の
系
譜
に

つ
い
て
は
、『
稲
田
家
御
家
中
筋
目
書
』
や
「
武
田
氏
系
図
略
」
な
ど
が
あ
り（
7
）、
名

倉
佳
之
氏
に
よ
り
詳
細
な
検
討
が
な
さ
れ
て
い
る（
8
）。

そ
れ
に
よ
れ
ば
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
初
祖
の
六
車
宗
丹
は
脇
城
主
の
武
田
上
野

武
田
神
全
塾
の
古
文
書
を
読
む

―
―
起
請
文
・
選
挙
状
・
稽
古
呼
出
状
・
破
門
状
―
―

一
二
四



介
信
定
の
一
族
の
武
田
源
左
衛
門
の
弟
で
あ
り
、
本
来
は
武
田
姓
で
あ
っ
た
が
、
宗
丹

は
讃
岐
国
雨
瀧
城
主
の
家
老
で
あ
っ
た
六
車
家
の
養
子
と
な
っ
て
六
車
姓
を
名
乗
る
こ

と
に
な
っ
た
。
雨
瀧
城
落
城
の
際
に
宗
丹
は
戦
死
し
た
が
、
三
男
宗
太
夫
は
母
の
懐
に

抱
か
れ
て
阿
波
国
美
馬
郡
曽
江
山
に
逃
れ
、
稲
田
植
元
（
宗
心
）
に
召
し
出
さ
れ
た
。

こ
の
宗
太
夫
か
ら
武
田
家
は
稲
田
氏
の
知
行
地
で
あ
る
井
尻
（
猪
尻
）
に
居
住
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。

宗
丹
か
ら
数
え
て
八
代
目
を
数
え
た
の
が
、
宗
助
、
後
の
武
田
尺
龍
（
雄
龍
・
会
心

堂
・
松
花
軒
）
で
あ
る
。
尺
龍
は
享
保
元
年
（
一
七
一
六
）
に
生
ま
れ
、
明
和
五
年
（
一

七
六
八
）
に
「
御
用
間
断
な
く
相
勤
め
、
そ
の
上
武
芸
心
掛
け
剣
術
師
範
な
ど
仕
ま
つ

る
に
つ
き
（
読
み
下
し
）」
中
御
小
姓
役
に
立
身
す
る
。
尺
龍
は
、
関
口
流
剣
術
師
範

と
し
て
稲
田
家
家
臣
を
指
導
す
る
と
と
も
に
、
自
宅
に
稽
古
場
を
設
け
て
門
弟
を
教
授

す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
尺
龍
は
、
柔
術
、
日
置
流
（
雪
荷
流
）
弓
術
、
橋
爪
流
軍
法
な

ど
様
々
な
武
芸
・
兵
法
を
学
び
、
さ
ら
に
は
学
問
も
深
く
修
め
た
。
尺
龍
の
跡
を
継
い

だ
武
田
宗
作
（
應
呼
龍
・
楽
水
舎
・
復
嬰
仙
・
里
竹
）
は
、
武
芸
以
外
に
も
経
学
な
ど

の
学
問
に
も
精
通
し
、
自
宅
に
開
い
た
私
塾
・
楽
水
塾
（
後
の
神
全
塾
）
で
文
武
両
面

に
わ
た
っ
て
教
授
し
た
。
神
全
塾
の
実
質
的
な
創
始
者
と
し
て
宗
作
を
位
置
付
け
る
こ

と
が
で
き
る
。
大
輔
（
龍
雄
、
竜
淵
・
楽
山
居
・
春
海
）、
そ
の
子
禎
太
郎
と
続
き
、

禎
太
郎
の
代
で
明
治
維
新
を
迎
え
る
こ
と
と
な
る
。
明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
く
ら
い

ま
で
は
存
続
し
た
よ
う
で
あ
る（
9
）。

四
、
神
全
塾
の
開
塾
と
展
開

武
田
旨
助
（
宗
助
）
尺
龍
は
藤
田
藤
五
郎
貞
雄
の
嫡
男
で
あ
っ
た
が
、
當
五
郎
が
病

身
の
た
め
奉
公
が
難
し
く
な
り
、
旨
助
六
歳
の
時
、
宗
族
武
田
宗
七
の
次
男
三
右
衛
門

を
養
子
と
し
て
、旨
助
の
姉
の
梅
に
嫁
が
せ
家
督
を
相
続
さ
せ
た
。藤
五
郎
が
死
亡
し
、

旨
助
は
成
長
し
て
母
を
引
き
取
り
、
別
に
戸
を
構
え
た
の
で
あ
る
。
諱
は
雄
隆
、
俗
称

は
棟
助
、
尺
龍
、
会
心
堂
、
松
花
軒
と
号
し
、
俳
名
は
竹
翁
で
あ
る
。
享
保
元
年
（
一

七
一
六
）
に
生
ま
れ
、
寛
政
元
年
（
一
七
八
九
）
六
月
三
日
に
七
十
二
歳
で
没
し
た
。

尺
龍
の
嫡
男
應
呼
龍
が
認
め
た
「
尺
龍
翁
行
状
略
」
を
参
考
に
尺
龍
の
文
武
の
修
行
の

実
態
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。

一
文
武
乃
藝
ニ
富
メ
リ
、
其
荒
増
ヲ
数
ル
ニ
、
関
口
流
劒
術
・
柔
術
其
余
鎖
術
ヲ

兼
ヌ
を
始
、
神
尾
右
馬
之
丞
ニ
學
ヒ
、
後
若
山
東
呂
尚
先
生
に
學
ひ
、
先
生
没

後
春
斎
先
生
東
呂
尚
先
生
の
子
に
従
て
、
其
蘊
奥
ヲ
得
テ
皆
傳
ス
、

一
橋
爪
流
軍
法
を
大
江
祐
悦
師
に
学
ヒ
、
後
七
条
浮
嵐
先
生
淡
州
よ
り
阿
州
ニ
来

レ
ル
ニ
逢
て
兵
法
を
談
ス
ル
に
同
流
な
か
ら
傳
来
の
違
に
や
互
ニ
詳
略
あ
る
事

ヲ
知
テ
、
亦
改
メ
て
七
条
先
生
の
門
ニ
入
て
終
ニ
印
可
ニ
至
ル
、

一
武
徳
流
軍
法
を
奥
村
先
生
ニ
学
フ
、

一
雪
荷
流
射
術
を
七
条
浮
嵐
師
ニ
學
ヒ
、
印
可
ヲ
得
、
其
後
嗣
子
吾
友
先
生
に
就

テ
皆
傳
ス
、

一
小
笠
原
礼
法
を
山
下
一
保
先
生
授
カ
ル
、
又
沼
田
唯
七
先
生
ニ
も
聞
テ
皆
傳
免

状
、

和
田
哲
也
氏
に
よ
れ
ば
、
武
田
家
の
武
芸
・
兵
法
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

関
口
流
（
剣
術
・
柔
術
ほ
か
）

神
尾
右
馬
之
丞
・
若
山
東
呂
尚
・
同
春
斎

（
東
呂
尚
嗣
子
）

雪
荷
派
（
射
術
）

七
条
浮
嵐
・
同
吾
友
（
浮
嵐
嗣
子
）

竹
内
流
（
小
具
足
・
杖
）

栗
嶌
八
郎
兵
衛

大
嶌
流
（
鎗
術
）

大
江
先
生

武
徳
流
（
兵
法
）

奥
村
先
生

橋
爪
流
（
兵
流
・
合
武
伝
法
）

大
江
祐
悦
・
七
条
浮
嵐

清
心
流
（
兵
法
・
単
騎
要
法
）

上
田
先
生

小
笠
原
流
（
故
実
・
礼
法
）

山
下
一
保
・
沼
田
唯
七

尺
龍
の
嫡
男
の
應
呼
龍
が
寛
政
元
年
（
一
七
八
九
）
に
役
所
へ
提
出
し
た
届
出
な
ど

に
よ
れ
ば
、
神
全
塾
代
々
の
武
術
・
兵
法
は
、
武
術
は
関
口
流（
剣
術
）・
雪
荷
派（
射

術
）
・
玉
心
流
（
柔
術
）、
兵
法
は
橋
爪
流
・
名
取
流
と
考
え
ら
れ
る
。
尺
龍
の
稲
田

武
田
神
全
塾
の
古
文
書
を
読
む

―
―
起
請
文
・
選
挙
状
・
稽
古
呼
出
状
・
破
門
状
―
―

一
二
五



家
の
勤
務
に
つ
い
て
は
、『
稲
田
家
御
家
中
筋
目
書
』
を
用
い
て
名
倉
氏
が
検
討
を
し

て
い
る（
10
）。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
裁
判
所
下
代
役
、
井
尻
書
記
役
、
上
紙
方
会
所
請
持
兼

書
記
役
な
ど
を
務
め
て
お
り
、
有
能
な
稲
田
家
家
臣
と
し
て
勤
務
し
て
い
た
こ
と
を
明

ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。「
尺
龍
翁
行
状
略
」
に
は
、
勤
務
ぶ
り
が
記
さ
れ
て
お
り
、「
一

君
ニ
事
へ
て
怠
ら
ず
公
家
の
利
知
而
ハ
為
ザ
ル
事
な
く
云
ワ
サ
ル
事
な
し
、
君
の
下
の

下
吏
と
な
り
て
、
政
ニ
従
ひ
居
け
る
が
、
君
ニ
テ
ヤ
レ
徳
嶋
ヤ
レ
淡
州
と
海
ヲ
隔
川
ヲ

越
ゆ
る
の
険
ヲ
も
厭
ワ
ズ
、
寒
暑
ヲ
サ
ケ
ズ
、
急
の
命
と
い
え
と
も
、
一
度
も
辞
ス
ル

事
な
し
（
下
略
）」
と
あ
る
。
家
格
も
諸
役
を
歴
任
し
、
壱
人
定
扶
持
杖
突
格
、
日
帳

格
、
中
御
小
姓
役
へ
と
立
身
し
て
い
る
。
こ
の
立
身
は
、
武
道
師
範
と
し
て
門
弟
を
教

授
し
た
功
績
も
評
価
さ
れ
て
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
東
林
院
（
美
馬
市
脇
町
）
に
武
田
家
の
墓
所
が
あ
る
。

五
、
神
全
塾
の
武
芸
の
伝
達

神
全
塾
の
武
芸
に
つ
い
て
は
、「
武
田
家
の
私
塾
「
神
全
塾
」
に
つ
い
て
―
そ
の
武

芸
教
育
を
中
心
に
―
」
を
は
じ
め
和
田
哲
也
氏
の
多
く
の
研
究
が
あ
る（
11
）。
そ
れ
ら
を

参
考
に
記
す
。

武
芸
の
稽
古
場
は
、
基
本
的
に
は
師
範
個
人
の
経
営
に
よ
る
私
塾
的
な
存
在
で
あ

り
、
そ
こ
で
は
流
派
に
お
け
る
技
法
の
修
練
を
核
と
し
て
門
弟
の
指
導
が
行
わ
れ
、
こ

れ
に
よ
っ
て
伝
統
的
な
技
法
が
代
々
伝
承
さ
れ
て
い
っ
た
。
和
田
哲
也
氏
は
、
近
世
の

私
塾
研
究
は
学
問
の
塾
に
限
ら
れ
、
武
芸
を
教
授
し
た
塾
（
稽
古
場
）
の
調
査
研
究
は

ほ
と
ん
ど
な
い
と
し
て
、
武
田
家
の
私
塾
神
全
塾
を
事
例
に
研
究
を
行
な
っ
た
。

神
全
塾
は
、
徳
島
藩
家
老
稲
田
家
の
家
臣
で
あ
る
武
田
家
が
徳
島
県
美
馬
市
脇
町
猪

尻
の
自
宅
に
開
い
た
私
塾
で
一
八
世
紀
後
半
か
ら
明
治
初
年
ま
で
存
続
、
武
芸
と
学
問

の
両
方
を
教
授
す
る
私
塾
で
あ
っ
た
。
門
弟
の
多
く
は
近
隣
郷
村
に
居
住
す
る
稲
田
家

家
臣
で
あ
り
、
蜂
須
賀
家
に
と
っ
て
は
陪
臣
層
で
あ
っ
た
。

関
口
流
は
、
竹
刀
打
込
稽
古
法
の
普
及
と
他
流
試
合
の
活
性
化
の
な
か
、
他
流
試
合

へ
の
参
加
と
大
規
模
な
野
稽
古
を
実
施
す
る
な
ど
先
進
的
な
活
動
を
す
る
流
派
で
あ
っ

た
。
八
代
目
武
田
旨
助
（
享
保
二
―
寛
政
元
年
）
は
、
関
口
流
剣
術
・
柔
術
を
は
じ
め

各
種
の
武
芸
・
兵
法
を
学
ん
で
、
自
宅
に
設
け
た
稽
古
場
で
門
弟
に
教
授
し
た
。
九
代

武
田
宗
作
（
宝
暦
六
―
天
保
五
年
）
は
、
私
塾
（
神
全
塾
）
で
武
芸
と
学
問
の
両
方
を

伝
授
し
た
こ
と
か
ら
、
実
質
的
な
創
始
者
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
十
代
武
田
大
輔

（
寛
政
元
―
天
保
六
年
）
を
経
て
、
十
一
代
武
田
禎
太
郎
（
文
政
二
―
明
治
一
一
年
）

が
明
治
三
年
頃
に
閉
鎖
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
禎
太
郎
は
、
明
治
五
年
（
一

八
七
二
）
に
脇
町
郷
学
校
の
助
教
（
分
科
漢
文
）
に
な
っ
て
い
る
。
十
二
代
愿
之
進
（
静

江
）
は
、
明
治
八
年
（
一
八
七
五
）
に
名
東
県
師
範
期
成
学
校
（
徳
島
師
範
学
校
）
を

卒
業
し
、
教
職
に
就
い
て
い
る
。

門
弟
は
、
文
政
三
年
（
一
八
二
〇
）
に
は
一
一
一
名
で
、
前
述
の
よ
う
に
、
稲
田
家

家
臣
、
同
奉
公
人
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
学
問
は
素
読
、
会
読
、
輪
読
な
ど
で
、
教
科

書
は
孝
経
・
論
語
・
家
語
・
五
経
な
ど
で
、
教
授
の
方
法
は
書
籍
の
一
部
分
を
抜
粋
す

る
抄
書
を
重
ん
じ
た
。
朱
子
学
に
限
定
し
な
か
っ
た
。

武
芸
は
、「
兵
法
を
講
究
す
る
こ
と
を
塾
中
の
規
則
と
す
」
と
し
、「
三
軍
の
将
帥
た

る
法
」「
一
騎
前
の
利
用
而
巳
論
定
」
で
、
後
者
を
重
視
し
て
お
り
、
戦
闘
場
面
に
用

い
ら
れ
る
実
戦
的
な
武
芸
で
あ
っ
た
。
学
ん
だ
流
派
は
、
関
口
流
（
剣
術
・
柔
術
）、

雪
荷
流
（
射
術
）、
橋
爪
流
（
兵
法
）、
名
取
流
（
兵
法
）、
玉
心
流
（
柔
術
）
な
ど
で

あ
る
。
武
田
家
関
口
流
の
関
口
流
は
、
関
口
弥
六
右
衛
門
氏
心（
柔
心
）を
祖
と
す
る
。

居
合
、
剣
術
、
柔
術
の
三
本
柱
で
、
実
践
的
な
総
合
武
術
的
性
格
を
持
つ
、
伝
統
的
な

業
の
修
練
と
伝
承
、
さ
ら
に
応
用
的
・
実
戦
的
な
業
の
修
練
と
し
て
の
試
合
を
重
視
、

す
な
わ
ち
他
流
試
合
や
野
稽
古
を
し
ば
し
ば
行
っ
た
。

伝
授
状
・
証
状
と
伝
授
階
梯
で
あ
る
が
、
伝
授
―
切
紙
・
目
録
・
免
許
・
皆
伝
な
ど

の
位
階
、伝
授
状
・
証
状
・
伝
書
・
聞
書
が
あ
る
。選
挙
状
は
、有
九
・
亀
侯
・
小
典
・

大
典
・
龍
司
・
麟
長
の
位
階
が
あ
り
、宗
作
に
よ
る
制
定
、伝
統
的
伝
授
と
併
存
し
た
。

武
田
家
関
口
流
に
お
け
る
位
階
と
取
立
制
度
は
、
六
種
の
選
挙
状
、
位
階
の
認
定
は
師

家
と
上
位
門
弟
の
協
議
に
よ
り
決
定
し
た
。
直
弟
子
と
取
立
人
別
門
弟
、
認
定
権
は
師

武
田
神
全
塾
の
古
文
書
を
読
む

―
―
起
請
文
・
選
挙
状
・
稽
古
呼
出
状
・
破
門
状
―
―

一
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家
、
推
挙
は
取
立
人
、
位
階
の
認
定
と
指
導
の
分
離
、
一
種
の
家
元
制
度
で
経
営
基
盤

で
あ
っ
た
。
そ
の
意
味
で
は
、
一
種
の
家
元
制
度
と
言
え
た
。

和
田
哲
也
氏
に
よ
れ
ば
、
関
口
流
の
特
徴
は
、
柔
術
・
剣
術
・
居
合
の
三
つ
を
柱
と

し
、
実
戦
的
な
総
合
武
術
的
性
格
を
色
濃
く
も
っ
て
い
た
と
し
、
多
様
な
型
の
伝
承
と

と
も
に
実
用
的
な
業
の
修
練
に
重
き
を
お
い
た
こ
と
、
試
合
を
き
わ
め
て
重
視
し
た
こ

と
と
さ
れ
る
。

六
、
神
全
塾
の
学
問
と
伝
達

武
田
尺
龍
は
、
武
芸
だ
け
で
は
な
く
、
学
問
の
修
業
に
も
力
を
入
れ
た
。
前
掲
「
尺

龍
翁
行
状
略
」で
は
、
医
学
、
漢
学
、
和
歌
、
俳
諧
な
ど
様
々
な
学
問
を
あ
げ
て
い
る
。

博
く
学
ぶ
姿
勢
を
大
事
に
し
て
い
る
。

尺
龍
の
頃
か
ら
稽
古
場
に
掲
げ
ら
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
稽
古
場
掟
と
垂
戒
の
写
し

が
あ
る
。

稽
古
場
掟
に
は
、
稽
古
場
で
笑
談
雑
話
を
禁
止
、
他
人
の
行
い
を
見
て
善
い
所
は
見

習
い
悪
い
所
は
改
め
よ
、
稽
古
の
席
次
は
尊
卑
長
幼
に
よ
ら
な
い
、
礼
儀
は
失
う
な
、

稽
古
の
時
に
は
湯
水
を
飲
む
な
、他
流
他
門
の
批
判
は
す
る
な
、な
ど
を
記
し
て
い
る
。

垂
戒
に
は
、
勝
負
の
勝
ち
負
け
に
遺
恨
を
挟
む
な
、
先
輩
が
初
心
の
未
熟
を
笑
う
な
、

負
け
惜
し
み
を
い
う
こ
と
は
未
練
至
極
で
そ
の
心
は
修
行
の
妨
げ
に
な
る
、
昨
今
入
門

の
人
が
切
磋
琢
磨
し
て
先
輩
を
越
す
こ
と
が
あ
っ
て
も
先
輩
が
不
快
の
心
を
抱
か
な
い

こ
と
、
な
ど
を
記
し
て
い
る
。

七
、
神
全
塾
の
学
問
と
『
塾
則
請
正
』

神
全
塾
の
学
問
に
つ
い
て
は
、
名
倉
佳
之
氏
の
論
稿
が
あ
る（
12
）。

尺
龍
か
ら
家
督
相
続
し
た
宗
作
、
應
呼
龍
が
神
全
塾
塾
主
の
初
代
で
、
武
術
・
兵
法

と
学
問
を
門
弟
た
ち
に
教
授
し
た
が
、
学
問
修
行
を
考
究
す
る
史
料
と
し
て
『
塾
則
請

正
』
を
検
討
す
る
。

寛
政
元
年
（
一
七
八
九
）
五
月
二
十
三
日
の
火
災
に
よ
り
、
尺
龍
の
著
作
な
ど
は
す

べ
て
焼
失
し
た
こ
と
に
よ
り
、
嫡
男
の
應
呼
龍
が
蔵
書
形
成
を
す
る
と
と
も
に
、『
塾

則
請
正
』
を
作
成
す
る
。
福
岡
藩
の
儒
者
山
口
豊
、
同
郷
の
京
都
医
学
院
の
教
官
の
儒

者
・
畑
維
龍
が
序
文
を
記
し
て
い
る
。
他
に
多
く
の
附
録
が
書
か
れ
て
い
る
。
昨
今
の

学
生
は
武
事
に
疎
い
が
、
文
武
は
一
体
の
も
の
で
、
聖
道
に
は
不
可
欠
の
も
の
で
、
神

全
塾
で
は
聖
学
を
志
し
、
兵
法
を
購
究
す
る
こ
と
を
規
則
と
す
る
。
ま
た
、
学
問
修
業

で
は
会
読
に
よ
る
修
学
、
学
友
相
互
の
切
磋
琢
磨
を
第
一
に
重
視
し
て
い
る
。
他
人
の

説
を
取
っ
た
り
、
付
和
雷
同
す
る
こ
と
な
く
自
説
を
見
い
出
し
て
い
く
こ
と
が
修
学
の

目
的
で
あ
る
と
す
る
。「
文
を
以
て
友
を
會
し
、
友
を
以
て
仁
を
輔
く
」
と
説
く
。「
高

声
高
笑
」
は
ほ
か
の
習
字
学
の
妨
げ
に
な
る
の
で
慎
む
こ
と
、
会
得
の
違
い
も
あ
る
の

で
互
い
に
討
論
す
べ
し
、
書
籍
は
手
荒
く
扱
わ
ず
破
損
・
汚
穢
を
禁
じ
大
切
に
す
る
こ

と
、
な
ど
学
問
修
行
の
要
点
を
列
挙
し
て
い
る
。
應
呼
龍
は
、
広
く
修
学
す
る
こ
と
が

望
ま
し
い
が
、
偏
重
す
る
こ
と
な
く
中
道
を
学
ぶ
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
し
た
。
塾
友

相
互
に
協
力
し
、
切
磋
琢
磨
し
、
日
々
徳
を
磨
き
上
げ
、
自
己
研
鑽
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
。
應
呼
龍
は
、
俳
句
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。

『
塾
則
請
正
』
の
末
尾
の
「
塾
中
定
」
で
は
、
成
人
だ
け
で
な
く
、
幼
児
か
ら
の
初

等
教
育
を
も
教
え
導
い
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
仮
名
交
じ
り
で
、
幼
児
で
も
理
解
で

き
る
よ
う
配
慮
し
て
い
る
。
應
呼
龍
は
、「
手
習
い
児
心
得
之
一
軸
」
と
い
う
巻
物
を

認
め
て
い
る
。
暗
記
や
清
書
は
重
要
で
あ
る
が
、
褒
賞
を
も
っ
て
激
励
し
、
学
習
意
欲

を
高
め
る
こ
と
と
し
た
。

八
、
神
全
塾
の
古
文
書
を
読
む

こ
こ
で
は
、
神
全
塾
に
関
す
る
古
文
書
六
通
を
紹
介
し
た
い（
13
）。

⑴

起
請
文

ま
ず
は
、
起
請
文
で
あ
る
。

武
田
神
全
塾
の
古
文
書
を
読
む

―
―
起
請
文
・
選
挙
状
・
稽
古
呼
出
状
・
破
門
状
―
―

一
二
七



﹇
史
料
1
﹈

（
58
―
0
0
2
）

敬
白
起
請
文
之
事

一
関
口
流
柔
用
方
御
相
傳
被
下
忝
奉
存
候
、
御
許
無

之
内
者
、
難
為
親
子
兄
弟
他
見
他
言
仕
仕
間
敷
候
、

縦
同
日
ニ
稽
古
仕
候
共
、
執
心
器
用
次
第
ニ
極
意

候
も
御
相
傳
可
成
候
、
其
時
對
師
不
足
申
間
敷
候
事
、

一
前
方
何
様
之
理
方
存
候
共
、
此
流
雑
申
間
敷
候
、

當
流
他
流
に
も
相
交
申
間
敷
候
、
勿
論
無
御
免

内
者
、
何
ニ
而
も
他
と
仕
相
仕
間
敷
く
候
、
當
時
勝

負
之
像
も
可
為
格
別
事
、

一
唯
今
我
ヲ
忘
申
間
敷
事
、

右
之
条
々
於
相
背
者

梵
天
・
帝
釈

四
天
王
惣
而
日
本
國
中
大
小
之
神
祇
、

殊
ハ
氏
神
八
幡
・
皇
大
神
宮
・
摩
利
支
尊
天

之
神
罰
冥
罰
思
可
蒙
者
也
、
仍
而

起
請
文
如
件
、

寛
政
十
一
未

佐
和
山
丹
下

八
月
日

貞
芳
（
花
押
）

武
田
波
知
良
殿

﹇
史
料
1
﹈
は
、
寛
政
十
一
年
（
一
七
九
九
）
八
月
、
武
田
波
知
良
に
対
し
て
、
佐

和
山
丹
下
が
出
し
た
関
口
流
柔
術
の
相
伝
に
つ
い
て
親
兄
弟
で
あ
っ
て
も
他
言
し
な
い

旨
を
誓
約
し
た
起
請
文
で
あ
る
。
起
請
文
に
は
、
お
手
本
と
な
る
雛
形
が
残
っ
て
お
り

（
58
―
0
0
1
、
58
―
0
1
3
）、
ま
た
寛
政
十
二
年
付
武
田
八
郎
宛
山
野
英
二
貞
起

請
文
（
58
―
0
0
3
）、
文
化
五
年
四
月
日
付
吉
田
惣
作
ほ
か
起
請
文
な
ど
多
く
の
起

請
文
が
残
さ
れ
て
い
る
。

⑵

選
挙
状

つ
ぎ
に
選
挙
状
で
あ
る
。

﹇
史
料
2
﹈（
58
―
0
1
6
）

（
朱
印
）
選
挙
之
状

足
下
積
日
之
功
相
顕
、
藝
術

上
達
雀
躍
之
至
ニ
候
、
因
之

大
典
已
上
被
遂
相
談
、
有
九

令
昇
進
候
、
此
後
無
怠
倦

御
切
磋
肝
要
ニ
候
、
以
上
、

（
朱
印
）

武
田
應
呼
（
朱
印
）

（
朱
印
）（
花
押
）

寛
政
五
癸
丑
年

春
三
月
吉
辰

佐
藤
種
四
郎
殿

﹇
史
料
3
﹈（
58
―
0
3
0
）

（
朱
印
）
選
挙
之
状

足
下
積
日
之
功
相
顕
、
藝
術

上
達
雀
躍
之
至
爾
候
、
因
茲

大
典
以
上
相
談
之
上
、
有
九

令
昇
進
候
、
此
後
無
怠
倦

御
切
磋
肝
要
爾
候
、
已
上
、

取
立

郷
司
橘
次

師
家

武
田
禎
太
郎

嘉
永
三
庚
戌
年

悳
雄
（
朱
印
）（
花
押
）

武
田
神
全
塾
の
古
文
書
を
読
む

―
―
起
請
文
・
選
挙
状
・
稽
古
呼
出
状
・
破
門
状
―
―

一
二
八



春

三
月
吉
辰

浦
原
傳
三
郎
殿

﹇
史
料
2
﹈﹇
史
料
3
﹈
は
、
上
達
し
た
の
で
、「
有
九
」
に
昇
進
し
た
旨
を
伝
え
た

も
の
で
あ
る
。

⑶

免
許
導
帖

次
に
免
許
導
帖
で
あ
る
。

﹇
史
料
4
﹈（
58
―
0
4
8
）

（
朱
印
）

関
口
流
藝
術
諸
生

取
立
令
許
可
候
、
尤

随
分
心
乎
用
比
軽
忽
之

指
揮
不
可
有
之
候
也
、
且

教
学
相
長
須
留
之

心
得
専
一
之
事
示
那
、
以
上
、

武
田
猶
龍

慶
応
四
年
戊
辰

秋
八
月
吉
辰
（
朱
印
）

（
朱
印
）
真
雄
（
花
押
）

逢
坂
忠
二
郎
殿

﹇
史
料
4
﹈
は
、
慶
応
四
年
（
一
八
六
八
）
八
月
、
逢
坂
忠
二
郎
に
対
し
て
、「
関

口
流
藝
術
諸
生
取
立
」を
許
可
し
、教
学
を
専
一
に
す
る
こ
と
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
。

⑷

稽
古

稽
古
に
関
す
る
史
料
も
多
く
見
ら
れ
る
。
正
月
二
十
一
日
付
武
田
敬
助
ほ
か
宛
回
状

（
32
―
0
8
7
）
に
よ
れ
ば
、
毎
年
嘉
例
に
よ
り
、
正
月
三
日
に
文
武
稽
古
始
を
行
っ

て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

﹇
史
料
5
﹈（
32
―
0
3
7
）

一
三
月
十
六
日
若
シ
雨
天

之
節
者
同
十
八
日
舞
中
嶋

大
塚
嘉
八
郎
宅
ニ
お
い
て

終
日
稽
古
、

一
三
月
廿
四
日
若
シ
雨
天

之
節
者
同
廿
六
日
北
原

佐
藤
東
太
宅
に
お
い
て

終
日
稽
古
、

萬
一
雨
天
之
節
ハ
同
六
日

一
四
月
四
日
舞
中
島
村

東
北
川
原
ニ
お
い
て
御
見
分

野
稽
古
、

以
手
紙
得
御
意
候
、
遂
日

春
和
相
増
候
所
、
態
□
座

可
□
本
御
座
奉
□
□
候
、
然
者

別
紙
壱
通
、
稽
古
出
来

時
候
間
、
必
々
御
出
會
可
下
候
、

此
段
御
通
達
如
斯
ニ

御
座
候
、
以
上
、

武
田
禎
太
郎

三
月
十
日

武
田
敬
助
様

（
以
下
二
十
三
名
略
）

一
条
目
に
は
舞
中
島
の
大
塚
嘉
八
郎
宅
で
終
日
稽
古
と
あ
る
。
雨
天
の
場
合
は
二
日

後
に
順
延
し
て
い
る
。稽
古
場
所
に
つ
い
て
は
、い
ろ
い
ろ
な
場
所
で
行
わ
れ
て
お
り
、

郡
里
願
勝
寺
（
美
馬
市
美
馬
町
）
に
お
い
て
剣
術
稽
古
（
32
―
40
）
が
実
施
さ
れ
て
い

武
田
神
全
塾
の
古
文
書
を
読
む

―
―
起
請
文
・
選
挙
状
・
稽
古
呼
出
状
・
破
門
状
―
―

一
二
九



る
。七

月
十
八
日
付
御
屋
敷
内
當
門
御
一
統
様
宛
武
田
禎
太
郎
回
文
（
32
―
0
0
3
）
に

は
、「
備
前
之
武
者
修
行
日
幡
光
之
助
と
申
仁
参
り
居
申
、
明
早
朝
稽
古
場
ニ
お
い
て

稽
古
致
出
来
候
間
、
御
出
懸
有
之
候
」
と
あ
り
、
東
都
之
修
行
者
（
32
―
0
0
9
）
と

い
う
の
も
あ
っ
て
、
他
国
の
武
者
修
行
と
の
稽
古
も
頻
繁
に
行
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ

る
。
ま
た
、「
須
本
七
條
弥
三
左
衛
門
先
生
ゟ
明
後
十
一
日
釼
術
稽
古
致
拝
見
度
旨
」（
32

―
17
）
と
い
う
依
頼
に
対
応
し
て
い
る
。

三
月
二
十
五
日
付
武
田
敬
助
ほ
か
宛
神
全
塾
回
文
（
32
―
0
4
1
）
に
よ
れ
ば
、「
若

シ
天
気
雨
天
ニ
候
得
者
、
晴
天
次
第
穴
吹
小
川
筋
中
洲
ニ
お
い
て
八
幡
宮
江
奉
納
稽
古

出
来
仕
候
間
、
必
出
張
可
被
下
候
」
と
あ
り
、
寺
社
な
ど
で
奉
納
稽
古
を
行
う
こ
と
も

あ
っ
た
。
ま
た
、
三
月
十
九
日
付
林
勝
之
助
ほ
か
宛
武
田
禎
太
郎
回
文（
32
―
0
4
4
）

に
よ
れ
ば
、「
舞
中
島
村
東
川
原
ニ
お
い
て
勢
見
山

金
毘
羅
神
江
奉
納
稽
古
致

出
来
候
間
、
必
御
出
入
」
と
舞
中
島
村
東
川
原
で
勢
見
山
金
毘
羅
神
社
へ
の
奉
納
稽
古

を
行
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
史
料
か
ら
、
稽
古
の
実
態
が
見
え
て
く
る
。

⑸

破
門

最
後
に
破
門
に
関
す
る
古
文
書
を
見
て
み
た
い
。

﹇
史
料
6
﹈

（
32
―
0
9
6
）

覚
梶
浦
四
方
之
助
今
般

不
恐

上
御
成
并
對
師
家

御
意
不
心
得
相
働
候
段
、

於
武
道
有
名
間
敷
次
第

依
之
此
度
及
破
門
候
間
、

門
人
方
一
統
右
様
被
相
巖

於
武
藝
者
、
聊
相
交
候

義
差
留
候
間
、
壱
段

与
承
置
候
様
通
達
ニ

相
及
候
事
、

師
家

月

日

関
口
流
武
術

門
人
衆
中

右
御
申
聞
致
承
知
候
、
以
上
、

何
の
某

々

何
某
庄
屋

何
の
某

々

﹇
史
料
6
﹈
は
、
師
家
に
対
し
て
不
心
得
の
行
動
が
あ
っ
た
の
で
、
武
道
に
あ
る
ま
じ

き
行
為
と
し
て
破
門
す
る
、
よ
っ
て
そ
の
者
と
交
際
す
る
こ
と
を
禁
止
す
る
旨
を
関
口

流
の
門
人
た
ち
に
伝
達
し
た
文
書
の
雛
型
で
あ
る
。

お
わ
り
に

―
阿
波
西
部
に
花
開
い
た
武
芸
・
学
芸
の
華
―

以
上
、
武
田
神
全
塾
に
つ
い
て
、
先
学
の
業
績
に
学
び
な
が
ら
、
設
立
、
展
開
、
終

焉
、さ
ら
に
武
芸
、学
問
に
つ
い
て
紹
介
し
、武
芸
関
係
の
古
文
書
を
六
通
ほ
ど
翻
刻
・

解
説
を
行
っ
た
。
厳
し
い
修
行
が
課
せ
ら
れ
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。

稲
田
家
家
臣
の
文
武
修
学
の
場
と
な
っ
た
私
塾
武
田
神
全
塾
は
、
宝
暦
・
明
和
頃
の

尺
龍
を
祖
と
し
、
剣
術
師
範
と
な
り
、
應
呼
龍
は
私
塾
の
基
盤
を
整
え
、
龍
淵
、
猶
龍

と
継
承
さ
れ
、
明
治
維
新
に
終
焉
を
迎
え
た
。
自
由
な
気
風
の
中
で
、
稲
田
家
家
臣
や

周
辺
の
郷
士
た
ち
は
、
真
摯
に
武
芸
・
学
問
を
兼
ね
備
え
る
べ
く
互
い
に
切
磋
琢
磨

し
、そ
れ
ら
を
修
め
て
い
っ
た
。ま
さ
に
美
馬
と
い
う
阿
波
西
部
に
、花
開
い
た
武
芸
・

武
田
神
全
塾
の
古
文
書
を
読
む

―
―
起
請
文
・
選
挙
状
・
稽
古
呼
出
状
・
破
門
状
―
―

一
三
〇



学
芸
の
華
、
そ
の
拠
点
が
神
全
塾
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

【
註
】

（
1
）
青
木
美
智
男
「
幕
末
期
民
衆
の
教
育
要
求
と
識
字
能
力
」（『
講
座
日
本
近
世
史
7

開
国
』

有
斐
閣

一
九
八
五
年
）。

（
2
）
大
石
学
『
江
戸
の
教
育
力

近
代
日
本
の
知
識
基
盤
』（
東
京
学
芸
大
学
出
版
会

二

〇
〇
年
）、
沖
田
行
司
『
藩
校
・
私
塾
の
思
想
と
教
育
』（
日
本
武
道
館

二
〇
一
一
年
）

ほ
か
。

（
3
）
村
井
道
明
編
著
『
阿
波
書
人
稲
田
家
中
・
篠
崎
小
竹
―
脇
町
武
田
家
史
料

第
一
集
』

（
私
家
版

二
〇
一
〇
年
）。

（
4
）
和
田
哲
也
『
徳
島
県
美
馬
郡
脇
町

武
田
家
所
蔵
史
料
目
録
』（
脇
町
文
化
史
研
究
会

一
九
九
三
年
）。
和
田
哲
也
「
武
田
家
の
私
塾
「
神
全
塾
」
に
つ
い
て
―
そ
の
武
芸
教
育

を
中
心
に
―
」（『
日
本
の
教
育
史
学（
教
育
史
学
会
紀
要
）』第
三
五
集

一
九
九
二
年
）、

和
田
哲
也
「
文
政
期
の
西
日
本
に
お
け
る
槍
術
他
流
試
合
に
つ
い
て
―
武
田
家
文
書
「
諸

国
剣
術
修
行
帳
」
の
分
析
を
中
心
に
―
」（『
香
川
大
学
教
育
学
部
研
究
報
告
』
一
部
八

七
号

一
九
九
三
年
）、
和
田
哲
也
・
友
添
秀
則
「
近
世
後
期
に
お
け
る
剣
術
の
ス
ポ
ー

ツ
的
展
開
―
武
田
家
の
関
口
流
に
お
け
る
野
稽
古
を
中
心
に
―
」（『
体
育
学
研
究
』
三

八
―
五

一
九
九
四
年
）、
和
田
哲
也
「
武
田
家
の
関
口
流
に
お
け
る
野
稽
古
と
そ
の
実

施
形
態
の
変
化
」（『
ス
ポ
ー
ツ
史
研
究
』
一
一
号

一
九
九
八
年
）、
和
田
哲
也
「
武
田

家
の
関
口
流
に
お
け
る
伝
授
状
に
つ
い
て
」（『
信
州
大
学
教
育
学
部
紀
要
』
一
〇
一
号

二
〇
〇
〇
年
）、
な
ど
。

（
5
）
和
田
哲
也
『
徳
島
県
美
馬
郡
脇
町

武
田
家
所
蔵
史
料
目
録
』（
脇
町
文
化
史
研
究
会

一
九
九
三
年
）。

（
6
）
註
（
5
）
前
掲
書
。

（
7
）
脇
町
史
編
纂
委
員
会
編
『
脇
町
史
』
上
巻
（
脇
町

一
九
九
九
年
）、
猪
井
達
男
編
『
稲

田
家
御
家
中
筋
目
書
』（
一
九
七
六
年
）。

（
8
）
名
倉
佳
之
「
私
塾
・
神
全
塾
に
つ
い
て
」（
徳
島
地
方
史
研
究
会
創
立
三
〇
周
年
記
念

論
集
刊
行
委
員
会
編
『
徳
島
地
方
史
研
究
会
創
立
三
〇
周
年
記
念
論
集

阿
波
・
歴
史

と
民
衆
』
Ⅲ
﹇
徳
島
地
方
史
研
究
会
創
立
三
〇
周
年
記
念
論
集
刊
行
委
員
会

二
〇
〇

〇
年
﹈）。

（
9
）
名
倉
註
（
8
）
前
掲
論
文
。

（
10
）
名
倉
註
（
8
）
前
掲
論
文
。

（
11
）
和
田
哲
也
註
（
4
）
前
掲
論
文
。

（
12
）
名
倉
註
（
8
）
前
掲
論
文
。

（
13
）
武
芸
に
つ
い
て
は
、
二
木
謙
一
・
加
藤
寛
他
『
日
本
史
小
百
科

武
道
』（
東
京
堂
出

版

一
九
九
四
年
）、
魚
住
孝
至
『
日
本
の
伝
統
文
化
6

武
道
』（
山
川
出
版
社

二

〇
二
一
年
）
を
参
考
に
し
た
。

﹇
付
記
﹈

本
稿
は
、
古
文
書
の
所
有
者
で
あ
る
御
当
主
武
田
大
輔
氏
の
ご
理
解
の
も
と
に
実
施

し
て
い
る
史
料
調
査
の
一
端
で
あ
る
。
種
々
ご
便
宜
を
図
っ
て
い
た
だ
い
た
武
田
大
輔

氏
に
深
甚
の
謝
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
る
。

な
お
、
本
稿
は
二
〇
二
二
年
一
一
月
二
五
日
（
金
）
一
三
時
三
〇
分
―
一
五
時
に
美

馬
市
「
小
星
ベ
ー
ス
」
で
行
わ
れ
た
美
来
創
世
み
ま
学
講
座
で
の
講
演
を
基
に
執
筆
し

た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
付
記
す
る
。

（
四
国
大
学
文
学
部
日
本
文
学
科
日
本
文
化
史
・
博
物
館
学
研
究
室

教
授
）

　

武
田
神
全
塾
の
古
文
書
を
読
む

―
―
起
請
文
・
選
挙
状
・
稽
古
呼
出
状
・
破
門
状
―
―

一
三
一



写真6 ［史料3］破門回状

写
真
2

武
田
尺
龍
墓

東
林
院

写
真
1

東
林
院
本
堂

写
真
3

武
田
龍
淵
墓

東
林
院

写真4 ［史料1］起請文写真5 ［資料2］選挙状

武
田
神
全
塾
の
古
文
書
を
読
む

―
―
起
請
文
・
選
挙
状
・
稽
古
呼
出
状
・
破
門
状
―
―

一
三
二
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